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一
　
は
じ
め
に
　

―
　「
註
釈
は
最
初
の
も
の
で
あ
つ
て
、
同
時
に
最
後
の
も
の
で
あ
る
」

　

窪く
ぼ

田た

空う
つ

穂ぼ

は
、
近
代
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
近
年
で
も
、
短
歌
誌
で
空
穂
生
誕
一
四
〇
年
・
没
後
五
十
年

の
特
（
（
（

集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
空
穂
の
第
一
詩
歌
集
『
ま
ひ
る
野
』
の
注
釈
が
、「
和
歌
文
学
大
系
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
（
（
（

る
。

　

同
時
に
空
穂
は
、
研
究
者
と
し
て
、
国
文
学
研
究
に
お
い
て
、
特
に
和
歌
文
学
研
究
に
お
い
て
、
実
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
現

在
の
研
究
書
・
論
文
に
お
い
て
も
、
空
穂
の
研
究
、
特
に
そ
の
和
歌
の
評
釈
を
中
心
と
し
た
研
究
業
績
の
内
容
は
、
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
歌
人
の
感
性
に
よ
る
鑑
賞
と
い
う
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く
、
文
化
史
的
な
目
配
り
の
上
に
、
作
品
・
作
家

の
本
質
的
な
把
握
を
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
今
な
お
輝
き
を
失
わ
な
い
。

　

空
穂
は
、「
註
釈
は
最
初
の
も
の
で
あ
つ
て
、
同
時
に
最
後
の
も
の
で
あ
る
」
と
、
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）刊
『
新
古
今
和
歌
集
評

釈
』
上
巻
の
「
序
」
で
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
典
文
学
研
究
に
お
け
る
注
釈
の
重
要
性
を
端
的
に
示
す
言
葉
で
あ
り
、
現
在
も
私
た

ち
研
究
者
が
、
注
釈
に
つ
い
て
述
べ
る
時
に
よ
く
使
う
言
で
あ
る
。
空
穂
ほ
ど
、
こ
の
言
葉
を
身
を
も
っ
て
実
行
し
た
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
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身
者
に
は
、
藤
平
春
男
、
松
野
陽
一
と
い
う
中
世
和
歌
の
研
究
者
が
お
ら
れ
、
両
氏
と
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
藤
平
春
男

は
空
穂
の
晩
年
に
直
接
教
え
を
受
け
、
そ
の
後
空
穂
の
弟
子
岩い
わ

津つ

資も
と

雄お

に
師
事
し
、
松
野
陽
一
も
岩
津
資
雄
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
私
は

そ
の
両
氏
か
ら
学
恩
を
受
け
、
ま
た
早
稲
田
大
学
の
同
僚
や
出
身
者
な
ど
か
ら
空
穂
に
関
わ
る
話
を
少
し
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

よ
う
な
、
ご
く
間
接
的
な
繫
が
り
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
私
が
、
ど
れ
だ
け
窪
田
空
穂
に
迫
っ
て
い
け
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、

む
し
ろ
少
し
離
れ
た
立
場
か
ら
、
残
さ
れ
て
い
る
文
献
資
料
・
文
字
資
料
だ
け
を
も
と
に
し
て
︱
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
空
穂
の
真
の
姿

を
そ
の
ま
ま
語
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
︱
、
は
じ
め
に
空
穂
の
生
涯
の
事
蹟
を
粗
々
辿
っ
た
上
で
、
近
代
国
文
学
研
究

に
お
け
る
業
績
と
達
成
に
つ
い
て
、
空
穂
の
著
を
引
用
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

本
書
で
は
、
こ
う
し
た
空
穂
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
近
代
国
文
学
研

究
に
お
け
る
空
穂
の
位
置
と
達
成
を
考
え
る
。
和
歌
文
学
研
究
だ
け
で
は

な
く
、
散
文
の
古
典
文
学
研
究
に
つ
い
て
も
多
く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
う
。
空
穂
は
古
典
文
学
に
対
し
て
、
当
初
は
和
歌
で
は
な
く
む
し
ろ

散
文
作
品
か
ら
興
味
を
抱
い
て
、
古
典
文
学
の
評
釈
・
研
究
に
入
っ
て
い

っ
た
。

　

私
は
現
在
早
稲
田
大
学
の
教
員
で
あ
る
が
、
出
身
大
学
も
年
代
も
異
な

っ
て
い
る
の
で
、
窪
田
空
穂
の
謦
咳
に
接
し
た
こ
と
は
な
い
。
早
稲
田
出
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二
　
そ
の
生
涯

　

窪
田
空
穂（
本
名
：
窪
田
通つ
う

治じ

）の
著
述
・
資
料
は
、
長
命
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
厖
大
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
『
窪
田

空
穂
全
（
（
（
集
』（
以
下
、『
全
集
』
と
称
す
る
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
未
収
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
生
涯
を
語
る
主
な
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
空
穂
自
身
が
そ
の
半
生
と
文
学
を
語
っ
た
「
わ
が
文
学
体
験
」（
一
九
六
五
年
、『
全

集
』
第
六
巻
、
の
ち
岩
波
文
庫
）、
お
よ
び
『
日
本
経
済
新
聞
』
に
連
載
し
た
「
私
の
履
歴
書
」（
一
九
六
六
年
、『
全
集
』
別
冊
）が
あ
る
。
ほ

か
に
も
多
く
の
随
筆
等
で
自
身
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り（『
全
集
』
第
五
・
六
巻
、
ほ
か
）、
そ
こ
か
ら
二
十
九
編
を
選
ん
だ
大
岡
信
編

『
窪
田
空
穂
随
筆
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
）が
あ
る
。
ま
た
刊
行
し
た
歌
集
ご
と
に
回
想
し
て
記
し
た
「
歌
集
に
つ
い
て
思
い
出
す

事
ど
も
」（『
全
集
』
第
一
～
三
巻
）が
あ
る
。
年
譜
は
い
く
つ
か
作
ら
れ
て
い
る
が
、
最
も
詳
し
い
も
の
が
『
全
集
』
の
別
冊
に
あ
る
。
こ

れ
ら
が
空
穂
の
伝
に
関
し
て
よ
る
べ
き
基
本
的
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
子
息
で
あ
る
窪
田
章
一
郎
を
は
じ
め
、
多
く
の
知

友
・
弟
子
・
門
人
た
ち
が
空
穂
に
つ
い
て
著
し
た
研
究
書
・
著
作
・
エ
ッ
セ
イ
等
が
多
数
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
空
穂
の
人
間
像
に
つ
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
随
時
紹
介
・
引
用
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
空
穂
の
略
伝
に
つ
い
て
は
多
く
の
書
籍
が
す
で
に
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
空
穂
自
身
の
著
や
言
葉
に
よ

り
つ
つ
、
簡
単
に
述
べ
る
。
な
お
、
年
齢
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
空
穂
自
身
が
「
わ
が
文
学
体
験
」
で
は
数
え
歳
で
記
し
て
お
り
、

「
窪
田
空
穂
年
譜
」（『
全
集
』
別
冊
）も
数
え
歳
で
掲
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
ま
た
以
下
、
原
則
と
し
て
漢
字
は
通
行
の
新
字

体
で
記
し
た
。
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空
穂
は
明
治
十
年（
一
八
七
七
）に
長
野
県
東
筑
摩
郡
和
田
村（
現
松
本
市
和
田
）の
自
作
農

（
中
産
）の
家
に
生
ま
れ
た
。
父
は
庄
次
郎（
寛
則
）四
十
二
歳
、
母
ち
か
は
四
十
歳
。
兄
は

二
十
一
歳
に
な
っ
て
お
り
こ
の
年
結
婚
。
母
は
次
男
で
末
子
の
空
穂
を
「
酷
愛
し
た
の
で

あ
る
」（「
わ
が
文
学
体
験
」）。
松
本
高
等
小
学
校（
現
開
智
小
学
校
）を
卒
業
後
、
松
本
尋
常
中

学
校（
現
松
本
深
志
高
等
学
校
）に
入
学
し
た
。
文
学
書
に
親
し
み
、
東
京
に
憧
れ
、
明
治
二

十
八
年（
一
八
九
五
）三
月
、
十
九
歳
で
中
学
校
五
年
卒
業
後
、
八
月
に
家
族
に
無
断
で
上

京
し
、
東
京
専
門
学
校（
現
早
稲
田
大
学
）の
補
欠
試
験
を
受
け
て
文
学
科
に
入
学
し
た
。

し
か
し
周
囲
を
見
て
自
分
の
能
力
に
つ
い
て
自
信
を
喪
失
し
、
翌
年
夏
に
退
学
し
た
。
そ

の
後
は
一
時
実
業
界
に
進
む
こ
と
を
志
し
、
大
阪
堂
島
の
米
穀
仲
買
業（
投
機
商
）の
店
で

働
く
が
、
翌
三
十
年
に
郷
里
に
帰
り
、
母
と
父
の
死
去
の
後
、
明
治
三
十
二
年
に
小
学
校

の
代
用
教
員
と
な
っ
た
。

　

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）、
二
十
四
歳
の
時
、
兄
の
勧
め
が
あ
り
九
月
に
上
京
し
て
東
京
専
門
学
校
文
学
科
に
再
入
学
し
た
。
在

学
中
は
特
に
坪つ
ぼ

内う
ち

逍し
ょ

遙う
よ
うの

授
業
か
ら
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
の
頃
作
歌
に
い
そ
し
み
、
与よ

謝さ

野の

鉄て
っ

幹か
ん

・
晶あ
き

子こ

の
新
詩
社
に
加
わ
る

が
、
約
一
年
後
に
離
れ
た
。
明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）七
月
に
東
京
専
門
学
校（
翌
年
早
稲
田
大
学
と
改
称
）を
卒
業
、
電
報
新
聞
社
の

社
会
部
記
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
三
十
八
年
に
は
、
第
一
詩
歌
集
『
ま
ひ
る
野
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
頃
、
植う
え

村む
ら

正ま
さ

久ひ
さ

の
教
会
に
通

い
、
植
村
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
、
何
度
も
自
身
で
語
っ
て
い
る
。
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以
後
、
独
歩
社
、
東
京
社
、
女
子
美
術
学
校
教
員
な
ど
、
転
職
を
重
ね
て
生
活
を
支
え
な
が
ら
作
歌
を
続
け
、
短
歌
・
詩
を
次
々
に

発
表
、
同
人
雑
誌
・
機
関
誌
を
編
み
、
短
歌
欄
選
者
に
も
な
る
。
一
方
で
、
十
六
年
間
に
一
〇
〇
編
以
上
の
短
編
小
説
を
著
し
、
そ
れ

は
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）頃
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
が
、
明
治
末
頃
に
は
小
説
の
執
筆
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
再
び
短
歌
へ
関
心
が
戻

り
、
作
歌
活
動
は
生
涯
続
い
た
。
ほ
か
に
随
筆
、
紀
行
文
な
ど
の
著
作
も
多
い
。
そ
の
傍
ら
、
古
典
文
学
に
つ
い
て
も
、
明
治
四
十
一

年
頃
か
ら
『
万
葉
集
』『
金
槐
和
歌
集
』
や
香か

川が
わ

景か
げ

樹き

、『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
つ
い
て
の
文
章
や
評
釈
を
発
表
し
始
め

て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
古
典
の
著
書
と
し
て
は
、
大
正
元
年（
一
九
一
二
）に
『
註
解
古
今
名
歌
新
選
』『
評
釈
伊
勢
物
語
』、
同
四
年
に
『
万
葉
集

選
』『
続
万
葉
集
選
』『
奈
良
朝
及
平
安
朝
文
学
講
話
』、
同
五
年
に
『
枕
草
紙
評
釈
』（
全
釈
で
は
な
く
前
半
の
み
）、
同
六
年
に
『
西
行

景
樹
守
部
』『
万
葉
集
選
』（
前
二
著
の
合
本
）な
ど
を
刊
行
し
た
。

　

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。
前
年
に
新
大
学
令
に
も
と
づ
き
早
稲
田
大
学
文
学
部
に
国
文
学
科
が
創
設
さ
れ
、

そ
の
専
任
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
、
大
学
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
時
に
四
十
四
歳
。
こ
れ
は
、
坪
内
逍
遙
が
空
穂

の
『
奈
良
朝
及
平
安
朝
文
学
講
話
』（『
万
葉
集
』
論
と
清
少
納
言
論
）を
読
み
、
評
価
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

　

以
後
さ
ら
に
古
典
の
評
釈
に
打
ち
込
み
、『
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』『
古
今
和
歌
集
評
釈
』『
万
葉
集
評
釈
』
を
次
々
に
刊
行
し
、
前

人
未
踏
の
三
大
歌
集
の
全
評
釈
を
な
し
遂
げ
、
し
か
も
そ
れ
を
長
年
に
わ
た
り
改
訂
し
続
け
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
伊
勢
物
語
』

『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』、
中
世
和
歌
・
歌
論
、
近
世
和
歌
な
ど
、
幅
広
く
古
典
文
学
の
研
究
・
評
釈
・
現
代
語
訳
な
ど
を
行
い
、
多

大
な
業
績
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
、
第
四
章
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
空
穂
の
創
作
と
軌
跡
を
め
ぐ
っ
て
、
網
羅
的
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
、
や
や
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詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
く
。

　

簡
単
な
略
年
譜
を
次
に
掲
げ
る
。
詳
し
い
年
譜
は
『
全
集
』
別
冊
所
収
「
窪
田
空
穂
年
譜
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

三
　
略
年
譜

明
治
一
〇
年（
一
八
七
七
）　

六
月
八
日
、
長
野
県
東
筑
摩
郡
和
田
村（
現
松
本
市
和
田
）に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
窪
田
通つ
う

治じ

。
父
庄
次
郎

（
寛
則
）、
母
ち
か
。
次
男
で
末
子
。

明
治
二
三
年（
一
八
九
〇
）　

松
本
尋
常
中
学
校（
現
松
本
深
志
高
等
学
校
）入
学
。
文
学
に
親
し
む
。

明
治
二
八
年（
一
八
九
五
）　

八
月
、
家
人
に
無
断
で
上
京
。
九
月
、
東
京
専
門
学
校（
現
早
稲
田
大
学
）文
学
科
の
補
欠
試
験
を
受
け
て

入
学
。

明
治
二
九
年（
一
八
九
六
）　

夏
、
学
力
不
足
を
感
じ
て
退
学
。

明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）　

六
月
頃
、
帰
郷
。
八
月
、
母
没
す
。

明
治
三
一
年（
一
八
九
八
）　

冬
、
父
の
意
向
に
従
い
、
村
上
家
の
一
人
娘
と
結
婚
、
聟
養
子
と
な
る
。

明
治
三
二
年（
一
八
九
九
）　

九
月
、
父
没
す
。
村
上
家
と
離
縁
。
秋
、
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。
太お
お

田た

水み
ず

穂ほ

と
知
り
合
い
、
作
歌

を
す
る
よ
う
に
な
る
。

明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）　

与
謝
野
鉄
幹
選
の
『
文
庫
』
に
投
稿
。
九
月
、
上
京
し
て
東
京
専
門
学
校
文
学
科
に
再
入
学
。
鉄
幹
に
会
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い
新
詩
社
に
入
る（
約
一
年
間
）。

明
治
三
七
年（
一
九
〇
四
）　

東
京
専
門
学
校
卒
業
。
七
月
、
電
報
新
聞
社
の
社
会
部
記
者
と
な
る
。
そ
の
後
出
版
社
・
新
聞
社
等
、

次
々
に
転
職
。
植
村
正
久
の
柳
町
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
り
洗
礼
を
受
け
る
。

明
治
三
八
年（
一
九
〇
五
）　

第
一
詩
歌
集
『
ま
ひ
る
野
』（
鹿
鳴
社
）刊
。

明
治
三
九
年（
一
九
〇
六
）　

第
二
歌
集
『
明
暗
』（
水み
ず

野の
よ

葉う
し

舟ゅ
う

と
共
著
。
金
曜
社
）刊
。

明
治
四
〇
年（
一
九
〇
七
）　

亀
井
藤
野
と
結
婚
。

明
治
四
一
年（
一
九
〇
八
）　
『
新
派
短
歌
評
釈　

附
作
法
』（
玄
黄
社
）刊
。
こ
の
頃
、
小
説
の
執
筆
を
盛
ん
に
行
う
。
長
男
章
一
郎
生
ま

れ
る
。

明
治
四
三
年（
一
九
一
〇
）　

こ
の
頃
、
国
文
学
の
評
論
増
加
す
る
。

明
治
四
五
・
大
正
元
年（
一
九
一
二
）　

第
三
歌
集
『
空
穂
歌
集
』（
中
興
館
書
店
）刊
。『
註
解
古
今
名
歌
新
選
』（
博
文
館
）刊
。『
評
釈
伊

勢
物
語
』（
中
興
館
書
店
）刊
。

大
正
三
年（
一
九
一
四
）　　

一
般
文
芸
誌
『
国
民
文
学
』
創
刊
。
田た

山や
ま

花か

袋た
い

、
徳と
く

田だ
し

秋ゅ
う

声せ
い

ら
寄
稿
。『
源
氏
物
語
』（
梗
概
本
。
実
業
之

日
本
社
。
後
に
河
野
書
店
）刊
。

大
正
四
年（
一
九
一
五
）　　

第
四
歌
集
『
濁
れ
る
川
』（
国
民
文
学
社
・
抒
情
詩
社
）刊
。『
万
葉
集
選
』『
続
万
葉
集
選
』（
日
月
社
）刊
。

『
奈
良
朝
及
平
安
朝
文
学
講
話
』（
文
学
普
及
会
）刊
。

大
正
五
年（
一
九
一
六
）　　

第
五
歌
集
『
鳥
声
集
』（
日
東
堂
）刊
。『
読
売
新
聞
』
の
身
の
上
相
談
を
担
当
。『
枕
草
紙
評
釈
』（
前
半
の

み
。
日
東
堂
）刊
。
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大
正
六
年（
一
九
一
七
）　　
『
西
行
景
樹
守
部
』（
白
日
社
出
版
部
）刊
。
四
月
、
妻
藤
野
死
去
。
五
月
、
読
売
新
聞
社
を
辞
職
し
、
帰

郷
。『
万
葉
集
選
』（
前
二
著
の
合
本
。
越
山
堂
）刊
。
十
月
、
藤
野
の
妹
で
あ
る
亀
井
操
と
再
婚
。
上
京
し
、

雑
司
ヶ
谷
に
住
む
。

大
正
七
年（
一
九
一
八
）　　

第
六
歌
集
『
泉
の
ほ
と
り
』（
東
雲
堂
書
店
）刊
。
次
男
茂
二
郎
生
ま
れ
る
。
第
七
歌
集
『
土
を
眺
め
て
』

（
国
民
文
学
社
）刊
。

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）　　
『
朝
日
新
聞
』
短
歌
欄
の
選
者
と
な
る
。
第
八
歌
集
『
朴
の
葉
』（
東
雲
堂
書
店
）刊
。
前
年
に
新
大
学
令
に

よ
り
早
稲
田
大
学
文
学
部
に
国
文
学
科
が
創
設
さ
れ
、
四
月
、
そ
の
専
任
講
師
と
な
る（
四
十
四
歳
）。

大
正
一
〇
年（
一
九
二
一
）　

第
九
歌
集
『
青
水
沫
』（
日
本
評
論
社
出
版
部
）刊
。『
万
葉
集
選
釈
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）刊
。

大
正
一
四
年（
一
九
二
五
）　
『
紀
貫
之
歌
集
』（
紅
玉
堂
書
店
）刊
。

大
正
一
五
・
昭
和
元
年（
一
九
二
六
）　

四
月
、
早
稲
田
大
学
教
授
と
な
る（
五
十
歳
）。
歌
誌
『
槻
の
木
』
を
創
刊
。
第
十
歌
集
『
鏡

葉
』（
紅
玉
堂
書
店
）刊
。

昭
和
二
年（
一
九
二
七
）　　
『
和
文
和
歌
集
』
上
巻（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
）刊
。

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）　　
『
和
文
和
歌
集
』
下
巻
刊
。
操
と
離
婚（
操
は
昭
和
五
年
に
死
去
）。

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）　　

第
十
一
歌
集
『
青
朽
葉
』（
神
谷
書
院
）刊
。『
江
戸
時
代
名
歌
選
釈
』（
理
想
社
）刊
。

昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）　　

中
島
銈
子
と
再
婚
。

昭
和
七
年（
一
九
三
二
）　　
『
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』
上
巻（
東
京
堂
）刊（
上
下
と
も
、
全
釈
で
は
な
く
約
半
数
の
歌
の
選
釈
）。

昭
和
八
年（
一
九
三
三
）　　
『
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』
下
巻
刊
。
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昭
和
九
年（
一
九
三
四
）　　

第
十
二
歌
集
『
さ
ざ
れ
水
』（
改
造
社
）刊
。

昭
和
一
〇
年（
一
九
三
五
）　
『
柿
本
人
麿
』（
非
凡
閣
）刊
。『
古
今
和
歌
集
評
釈
』
上
巻（
東
京
堂
）刊
。

昭
和
一
一
年（
一
九
三
六
）　
『
現
代
語
訳
源
氏
物
語
』（
上
巻
の
み
。
非
凡
閣
）刊
。

昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
）　

第
十
三
歌
集
『
郷
愁
』（
書
物
展
望
社
）刊
。『
古
今
和
歌
集
評
釈
』
下
巻
刊
。

昭
和
一
三
年（
一
九
三
八
）　
『
西
行
法
師
』（
厚
生
閣
）刊
。

昭
和
一
四
年（
一
九
三
九
）　
『
江
戸
時
代
名
歌
評
釈
』（
非
凡
閣
）刊
。『
現
代
語
訳
源
氏
物
語
』
一
・
二（
改
造
文
庫
）刊（
以
後
も
毎
年
継

続
し
て
刊
行
し
、
昭
和
十
八
年
に
八
「
柏
木
」
ま
で
で
中
絶
）。

昭
和
一
六
年（
一
九
四
一
）　

第
十
四
歌
集
『
冬
日
ざ
し
』（
砂
子
屋
書
房
）刊
。
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
る（
六
十
五
歳
）。

昭
和
一
七
年（
一
九
四
二
）　
『
近
世
和
歌
研
究
』（
砂
子
屋
書
房
）刊
。
短
歌
読
本
『
柿
本
人
麿
』（
新
声
閣
）刊
。

昭
和
一
八
年（
一
九
四
三
）　
『
万
葉
集
評
釈
』
第
一
巻（
東
京
堂
）刊（
以
後
も
継
続
し
て
刊
行
し
、
昭
和
二
十
七
年
に
第
十
二
巻
を
も
っ

て
完
結
）。『
中
世
和
歌
研
究
』（
砂
子
屋
書
房
）刊
。『
愛
国
百
人
一
首
』（
開
発
社
）刊
。
学
徒
動
員
始
ま
る
。

昭
和
一
九
年（
一
九
四
四
）　

大
学
は
休
講
状
態
と
な
り
、『
万
葉
集
評
釈
』
に
没
頭
。

昭
和
二
〇
年（
一
九
四
五
）　

第
十
五
歌
集
『
明あ
け

闇ぐ
れ

』（
青
磁
社
）刊
。
疎
開
先
の
軽
井
沢
で
敗
戦
を
む
か
え
る
。

昭
和
二
一
年（
一
九
四
六
）　

第
十
六
歌
集
『
茜
雲
』（
西
郊
書
房
）刊
。『
平
安
朝
文
芸
の
精
神
』（
西
郊
書
房
）刊
。

昭
和
二
二
年（
一
九
四
七
）　
『
現
代
語
訳
源
氏
物
語
』
第
一
巻（
改
造
社
）刊（
完
訳
本
。
以
後
も
毎
年
継
続
し
て
刊
行
し
、
昭
和
二
十
四

年
に
第
八
巻
を
も
っ
て
完
結
）。
次
男
茂
二
郎
が
シ
ベ
リ
ア
で
戦
病
死
と
の
報
を
受
け
る
。
百
花
文
庫

『
和
泉
式
部
』（
創
元
社
）刊
。
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昭
和
二
三
年（
一
九
四
八
）　

早
稲
田
大
学
を
定
年
退
職
、
名
誉
教
授
と
な
る
。

昭
和
二
六
年（
一
九
五
一
）　

第
十
七
歌
集
『
冬
木
原
』（
長
谷
川
書
房
）刊（
茂
二
郎
を
悼
ん
で
詠
ん
だ
長
歌
「
捕
虜
の
死
」
を
含
む
）。

『
窪
田
空
穂
著
作
集
』（
Ｐ
Ｌ
出
版
社
）刊
行
開
始（
昭
和
三
十
二
年
に
第
十
三
巻
を
も
っ
て
完
結
）。

昭
和
二
七
年（
一
九
五
二
）　
『
古
典
文
学
論
』（
創
元
社
）刊
。

昭
和
三
〇
年（
一
九
五
五
）　

第
十
八
歌
集
『
卓
上
の
灯
』（
長
谷
川
書
房
）刊
。『
伊
勢
物
語
評
釈
』（
東
京
堂
）刊
。

昭
和
三
一
年（
一
九
五
六
）　
『
源
氏
物
語
』（
口
語
訳
梗
概
。
春
秋
社
。
昭
和
三
十
七
年
に
普
及
新
版
）刊
。『
万
葉
秀
歌
』
上
下（
春
秋

社
）刊
。

昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）　

第
十
九
歌
集
『
丘
陵
地
』（
春
秋
社
）刊
。『
平
安
秀
歌
前
期
』（
春
秋
社
）刊
。

昭
和
三
三
年（
一
九
五
八
）　
『
窪
田
空
穂
文
学
選
集
』（
春
秋
社
）刊
行
開
始（
昭
和
三
十
五
年
に
第
八
巻
を
も
っ
て
完
結
）。
日
本
古
典
全

書
『
和
泉
式
部
集

小
野
小
町
集
』（
朝
日
新
聞
社
）刊
。『
万
葉
秀
歌
長
歌
』（
春
秋
社
）刊
。
文
化
功
労
者

と
な
る（
八
十
二
歳
）。

昭
和
三
五
年（
一
九
六
〇
）　
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』
上
中
下
巻（
新
訂
版
。
東
京
堂
）刊
。
第
二
十
歌
集
『
老
槻
の
下
』（
春
秋
社
）刊
。

昭
和
三
八
年（
一
九
六
三
）　

早
稲
田
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
贈
ら
れ
る
。

昭
和
三
九
年（
一
九
六
四
）　
『
完
本
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』
上
中
巻（
東
京
堂
）刊
。『
芭
蕉
の
俳
句
』（
春
秋
社
）刊
。
第
二
十
一
歌
集

『
木
草
と
共
に
』（
春
秋
社
）刊
。

昭
和
四
〇
年（
一
九
六
五
）　
『
完
本
新
古
今
和
歌
集
評
釈
』
下
巻
刊
。『
窪
田
空
穂
全
集
』（
角
川
書
店
）刊
行
開
始
。「
私
の
履
歴
書
」
執

筆
。
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昭
和
四
二
年（
一
九
六
七
）　

第
二
十
二
歌
集
『
去
年
の
雪
』（
春
秋
社
）刊
。
四
月
十
二
日
、
心
臓
衰
弱
の
た
め
死
去（
九
十
一
歳
）。
早

稲
田
大
学
大
隈
講
堂
で
葬
儀
、
告
別
式
。

昭
和
四
三
年（
一
九
六
八
）　

第
二
十
三
歌
集
『
清
明
の
節
』（
春
秋
社
）刊
。『
窪
田
空
穂
全
集
』
が
別
冊
「
窪
田
空
穂
資
料
」
を
も
っ
て

完
結
。

平
成
五
年（
一
九
九
三
）　　

松
本
市
和
田
の
生
家
前
に
窪
田
空
穂
記
念
館
が
開
館
。

（
1
）　
「
大
特
集　

い
ま
こ
そ
空
穂
」（『
短
歌
』
第
六
十
四
巻
第
六
号
、
角
川
文
化
振
興
財
団
、
二
〇
一
七
年
五
月
）。

（
2
）　
「
和
歌
文
学
大
系
79
」
の
『
ま
ひ
る
野
／
雲
鳥
／
太
虗
集
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
七
年
）。『
ま
ひ
る
野
』
は
太
田
登
校
注
・
解
説
。

（
3
）　
『
窪
田
空
穂
全
集
』
全
二
十
八
巻
・
別
冊（
角
川
書
店
、
一
九
六
五
～
六
八
年
）。
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ら
れ
る
。

　

空
穂
は
早
稲
田
大
学
で
は
、
本
名
の
「
窪
田
通
治
」
教
授
で
あ
っ
た
。

「
窪
田
通
治
」
と
「
窪
田
空
穂
」
と
は
、
意
識
的
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
折お
り

口く
ち

信し
の

夫ぶ

は
、
基
本
的
に
、
学
問
的
な

著
述
に
は
「
折
口
信
夫
」
を
、
詩
歌
な
ど
の
創
作
に
は
「
釈し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

」
を

用
い
た
。
け
れ
ど
も
空
穂
の
場
合
は
、『
ま
ひ
る
野
』
で
、
表
紙
に
は

「
窪
田
う
つ
ぼ
著
」
と
し
て
い
る
が
、
扉
と
内
題
に
は
「
窪
田
通
治
」
と

し
て
い
る
か
ら
、
当
初
か
ら
厳
密
に
区
別
し
て
用
い
る
意
識
は
特
に
な
か

第
一
章
　
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
　

―
　

短
歌
、
小
説
、
随
筆

﹁
窪
田
空
穂
﹂
と
い
う
雅
号

　

最
初
に
「
空
穂
」
と
い
う
雅
号
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
空
穂
自
身
が
「
雅
号
の
由
来
」（『
全
集
』
別
冊
）で

述
べ
て
い
る
。
郷
里
に
い
た
二
十
一
歳
の
頃
、『
文
庫
』
と
い
う
青
年
の
投
書
雑
誌
に
投
稿
す
る
時
に
、
ふ
と
思
い
浮
か
ん
だ
「
空
穂
」

と
い
う
雅
号
を
用
い
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
当
時
は
文
学
に
親
し
み
を
持
つ
者
は
皆
雅
号
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
を
「
う
つ

ぼ
」
と
読
む
こ
と
は
、
空
穂
の
最
初
の
詩
歌
集
『
ま
ひ
る
野
』（
一
九
〇
五
年
）の
表
紙
に
「
窪
田
う
つ
ぼ
著
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
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っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
の
歌
集
や
歌
誌
で
も
「
窪
田
通
治
」
を
用
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
刊

行
さ
れ
た
、『
万
葉
集
講
義
』（
尾
上
八
郎
『
短
歌
講
義
』
と
合
綴
）『
万
葉
集
選
釈
』『
早
稲
田
大
学
文
学
講
義
』
な
ど
は
、
大
学
で
の
名
を

用
い
て
「
窪
田
通
治
」
と
し
て
い
る
が
、
一
般
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
評
釈
・
研
究
の
類
は
「
窪
田
空
穂
」
で
あ
り
、
名
前
の
付

け
方
で
研
究
と
創
作
を
峻
別
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

歌
人
と
し
て
の
生
涯

　

空
穂
は
、
和
田
村
で
小
学
校
の
代
用
教
員
を
し
て
い
た
時
、
一
歳
上
の
太
田
水
穂
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
作
歌
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
第
一
詩
歌
集
『
ま
ひ
る
野
』
を
出
し
た
の
は
明
治
三
十
八
年（
一
九
〇
五
）で
あ
り
、
昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）に
逝
去
す
る
直
前

ま
で
作
歌
を
貫
い
た
。
歌
集
は
二
十
三
冊
。
歌
集
に
収
載
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
、
短
歌
が
一
万
三
〇
〇
〇
首
余
、
長
歌
が
一
四
一
首
に

及
ぶ
。
七
十
代
、
八
十
代
に
な
っ
て
も
そ
の
作
歌
は
衰
え
を
み
せ
て
い
な
い
。

　

空
穂
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
は
小
説
に
関
心
が
移
り
、
明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）の
『
空
穂
歌
集
』
刊
行
に
つ
い
て
、「
今
後

作
歌
は
や
め
よ
う
と
思
い
、
記
念
と
し
よ
う
と
し
て
の
刊
行
で
あ
っ
た
」（「
わ
が
文
学
体
験
」『
全
集
』
第
六
巻
）と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し

や
が
て
小
説
の
執
筆
は
し
な
く
な
り
、
短
歌
に
戻
っ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
の
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
作
歌
活
動
は
飽

く
こ
と
な
く
続
け
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
で
も
多
く
の
歌
人
を
育
て
た
。
晩
年
は
円
熟
し
て
独
自
の
透
徹
し
た
歌
境
に
至
っ
た
と
い
う

こ
と
を
、
多
く
の
人
が
述
べ
て
い
る
。

　

雑
誌
創
刊
に
お
い
て
は
、
明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）、
東
京
専
門
学
校
在
学
中
に
友
人
た
ち
と
同
人
雑
誌
『
山
比
古
』
を
創
刊
、

空
穂
は
短
歌
や
短
編
小
説
「
下
男
」
な
ど
を
次
々
に
発
表
し
た
が
、
同
三
十
七
年
に
廃
刊
し
た
。
大
正
三
年（
一
九
一
四
）に
一
般
文
芸
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誌
『
国
民
文
学
』
を
創
刊
し
た
が
、
同
六
年
に
は
松ま
つ

村む
ら

英え
い

一い
ち

に
譲
っ
た
。『
国
民
文
学
』
か
ら
分
か
れ
た
も
の
に
『
沃
野
』
が
あ
る
。

早
稲
田
大
学
で
は
、
早
大
学
生
を
中
心
と
す
る
槻
の
木
会
か
ら
、
昭
和
元
年（
一
九
二
六
）に
歌
誌
『
槻
の
木
』
が
創
刊
さ
れ
、
そ
こ
で

数
多
く
の
門
人
を
育
て
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
空
穂
ゆ
か
り
の
歌
誌
は
多
く
あ
る
。

　

本
書
に
お
い
て
は
、
空
穂
の
歌
人
活
動
や
短
歌
な
ど
に
つ
い
て
は
、
少
し
を
取
り
上
げ
る
に
留
め
て
い
る
の
で
、
空
穂
の
歌
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
数
々
の
本
や
論
、
た
と
え
ば
窪
田
章
一
郎
、
大
岡
信
、
武
川
忠
一
、
岩
田
正
、
西
村
真
一
、
来
嶋
靖
生
、
そ
の
他
、
諸

氏
の
編
著
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
（
（
（
い
。

　

空
穂
は
文
壇
で
の
交
友
範
囲
を
自
分
で
さ
ら
に
広
く
し
よ
う
と
は
特
に
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
文
壇
で
一
躍
有
名
に
な
ろ
う
と
い
う

よ
う
な
強
い
名
誉
欲
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
と
は
当
初
か
ら
関
わ
り
が
あ
っ
た
が
、
国く
に

木き

田だ

独ど
っ

歩ぽ

、
田
山

花
袋
と
も
交
友
が
あ
り
、
晩
年
に
は
土と

岐き

善ぜ
ん

麿ま
ろ

と
親
し
く
な
っ
た
。
早
稲
田
で
は
同
僚
の
五い
が
ら
し

十
嵐
力ち
か
ら、

山や
ま

口ぐ
ち

剛た
け
し、

会あ
い

津づ

八や

一い
ち

と
親
し
く

交
友
し
た
と
い
う
。
晩
年
に
は
空
穂
を
敬
愛
す
る
人
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
空
穂
自
身
が
歌
友
は
多
く
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
さ
ほ

ど
文
壇
・
歌
壇
か
ら
の
影
響
は
受
け
ず
、
何
よ
り
も
自
分
の
方
法
や
感
性
、
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
を
重
ん
じ
た
と
み
ら
れ
る
。

で
は
次
に
、
鉄
幹
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

与
謝
野
鉄
幹
と
の
関
係

　

当
初
、
太
田
水
穂
は
空
穂
の
歌
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
空
穂
は
明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）の
春
、
新

た
に
与
謝
野
鉄
幹
が
選
者
と
な
っ
た
『
文
庫
』
に
試
み
に
短
歌
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
鉄
幹
は
そ
れ
を
激
賞
し
、
全
部
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
空
穂
は
「
小
松
原
は
る
子
」
と
い
う
女
性
名
で
投
稿
し
て
い
る
。
空
穂
自
身
は
「
歌
稿
を
清
書
し
て
、
署
名
を
す
る
段
に
な
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り
、
本
名
を
書
く
の
は
な
ん
と
な
く
気
恥
ず
か
し
い
気
が
し
て
「
小
松
原
は
る
子
」
と
し
た
。
で
た
ら
め
の
名
で
、
他
意
あ
っ
て
の
こ

と
で
は
な
か
っ
た
」（「
わ
が
文
学
体
験
」）と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
歌
に
は
作
者
が
女
性
と
も
と
れ
る
よ
う
な
趣
が
あ
り
、
ま

た
浪
漫
的
・
抒
情
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

　

こ
れ
ら
の
歌
は
、
そ
の
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
鉄
幹
の
『
明
星
』
に
も
転
載
さ
れ
た
。
鉄
幹
は
こ
れ
以
前
に
作
者
が
だ
れ
か
を
知
り
、

こ
の
時
に
は
「
窪
田
通
治
」
と
し
て
あ
る
。
空
穂
は
、
こ
の
明
治
三
十
三
年
、
上
京
し
て
東
京
専
門
学
校
に
再
入
学
し
た
の
を
機
に
、

鉄
幹
に
慫
慂
さ
れ
て
新
詩
社
に
加
わ
っ
た
。
し
か
し
翌
年
秋
に
は
新
詩
社
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
そ
の
後
も
交
友
は
続
い
て
は
い
た
も
の

の
、
明
星
派
と
し
て
の
活
動
は
約
一
年
に
留
ま
っ
て
い
る
。
同
三
十
八
年
、
空
穂
は
五
年
間
に
創
作
し
た
詩
歌
を
編
集
し
て
、
処
女
詩

歌
集
『
ま
ひ
る
野
』
を
刊
行
し
た
。
そ
こ
で
は
『
明
星
』
掲
載
歌
の
八
割
を
棄
て
て
い
る
。

　
『
ま
ひ
る
野
』
の
刊
行
後
、
鉄
幹
は
す
ぐ
に
『
明
星
』
に
『
ま
ひ
る
野
』
評
を
載
せ
て
、
長
文
で
賞
讃
し
、
空
穂
も
喜
ん
だ
。
鉄
幹

は
空
穂
の
歌
才
を
発
見
し
た
人
で
あ
り
、
空
穂
の
恩
人
の
一
人
で
も
あ
る
。
空
穂
は
鉄
幹
に
、
生
涯
を
通
じ
て
敬
意
を
も
っ
て
い
た
と

言
っ
て
い
る（「
歌
集
に
つ
い
て
思
い
出
す
事
ど
も
」『
全
集
』
第
一
巻
）。
け
れ
ど
も
、「
わ
が
文
学
体
験
」
で
、
鉄
幹
と
の
い
き
さ
つ
な
ど

を
長
く
書
い
て
い
る
中
で
、「
私
に
は
新
詩
社
の
人
は
距
離
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
胸
を
披ひ
ら

い
て
交
わ
れ
る
よ
う
な
人
は
そ
こ
か
ら
は

見
出
だ
せ
な
か
っ
た
」
と
言
う
。
お
そ
ら
く
、
自
己
陶
酔
的
な
歌
風
の
新
詩
社
と
は
、
空
穂
は
基
本
的
に
相
容
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

後
年
に
な
っ
て
空
穂
は
鉄
幹
の
こ
と
を
、

与
謝
野
と
い
う
人
は
、
歌
は
う
ま
か
っ
た
し
、
技
巧
で
い
え
ば
、
す
ば
ら
し
い
技
巧
を
持
っ
て
い
た
人
だ
っ
た
。
た
だ
、
恋
愛
と
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功
名
、
そ
れ
を
少
し
く
り
返
し
す
ぎ
た
。
少
し
野
心
が
強
す
ぎ
た
。
自
分
の
吹
聴
を
し
す
ぎ
た
。

（
空
穂
談
話
Ⅲ
「
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の
こ
と
」「
窪
田
空
穂
全
集
月
報
3
」
第
八
巻
付
録
、
一
九
六
五
年
五
月
）

と
語
っ
て
い
る
。
何
と
率
直
で
端
的
な
批
評
で
あ
ろ
う
か
。

小
説
・
随
筆
・
紀
行
文

　

空
穂
は
、
明
治
三
十
～
四
十
年
代
に
、
自
然
主
義
文
学
に
影
響
を
受
け
、
一
時
、
関
心
が
歌
か
ら
離
れ
て
、
小
説
に
興
味
が
移
っ
た
。

「
わ
が
文
学
体
験
」（『
全
集
』
第
六
巻
）か
ら
少
し
引
用
し
よ
う
。

　

当
時
は
文
壇
の
主
流
で
あ
る
小
説
界
は
、
自
然
主
義
の
勃
興
期
で
あ
っ
た
。
論
議
の
時
期
が
過
ぎ
て
実
作
期
に
移
っ
て
い
た
。

（
中
略
）小
説
は
客
観
的
に
扱
っ
て
、
叙
事
と
し
て
い
る
の
を
、
短
歌
は
主
観
的
に
抒じ
ょ

情じ
ょ
うと

し
、
ま
た
形
式
の
関
係
か
ら
は
断
片
的

に
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
自
身
に
即
し
つ
つ
客
観
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
容た
や
す易

く
な
か
ろ
う
が
、
こ

れ
は
修
練
す
れ
ば
次
第
に
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。（
中
略
）私
は
短
編
小
説
を
書
く
た
び
に
前ま
え

田だ

に
示
し
た
。『
文
章
世
界
』
に

載
っ
た
。「
母
」「
末
っ
子
」
な
ど
そ
の
中
の
も
の
で
、
見
こ
み
が
な
く
は
な
い
と
い
わ
れ
た
。

　

前
田
と
は
、
空
穂
の
生
涯
の
親
友
前
田
晁あ
き
らで

あ
り
、
当
時
『
文
章
世
界
』（
田
山
花
袋
が
編
集
主
任
）の
編
集
助
手
で
あ
っ
た
。

　

空
穂
は
、
処
女
作
「
下
男
」（
一
九
〇
三
年
）以
降
、
大
正
八
年（
一
九
一
九
）ま
で
、
十
六
年
間
に
一
〇
〇
編
以
上
の
短
編
小
説
を
書
い
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て
い
る
。
多
く
は
生
ま
れ
故
郷
の
よ
う
な
農
村
の
生
活
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
人
間
関
係
を
題
材
と
し
て
お
り
、
暗
い
色
彩
の
も
の
が
多

い
が
、
冷
静
な
筆
致
の
淡
々
と
し
た
文
章
で
、
心
理
描
写
に
優
れ
、
暗
い
な
が
ら
も
澄
ん
だ
感
じ
を
受
け
る
。
明
治
三
十
年
代
後
半
～

四
十
年
代
は
多
作
で
、
四
十
二
年
頃
を
頂
点
と
し
、
四
十
四
年
に
は
書
い
た
小
説
を
集
め
て
自
費
出
版
で
『
炉
辺
』（
村
瀬
書
院
）を
刊
行

し
た
。
が
、
明
治
末
頃
に
は
小
説
の
本
格
的
な
活
動
は
終
わ
り
、
再
び
短
歌
へ
関
心
が
戻
っ
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
随
筆
、
紀
行
文
な

ど
の
著
作
も
多
く
あ
り
、
そ
れ
は
ず
っ
と
書
き
続
け
ら
れ
て
い
て
、
深
い
味
わ
い
と
静
か
な
風
韻
が
あ
る
。
空
穂
の
文
章
は
概
し
て
平

明
で
短
く
飾
り
気
が
な
い
が
、
深
く
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
短
歌
で
の
修
練
が
反
映
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
小
説
家
と
し
て
の
経
験
や
鍛
錬
は
、
古
典
の
物
語
、
日
記
な
ど
へ
の
関
心
を
惹
起
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
端
緒

と
し
て
、
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）に
『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
十
六
夜
日
記
』
に
つ
い
て
の
文
章
が
『
文
章
世
界
』
十
一
月

号
に
書
か
れ
た
。
同
四
十
五
年
に
は
『
評
釈
伊
勢
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る（
一
一
〇
頁
参
照
）。

最
初
の
妻
の
影

　

と
こ
ろ
で
、
空
穂
の
小
説
の
中
に
は
、
故
郷
に
い
た
頃
の
自
分
に
関
す
る
自
伝
的
な
色
彩
の
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
養
子
」（『
全

集
』
第
五
巻
）、「
無
言
」（『
炉
辺
』
所
収
、『
全
集
』
第
四
巻
）な
ど
で
あ
る
。
大
岡
信
『
窪
田
空
穂
論
』
が
こ
れ
ら
に
注
目
し
て
、
推
定
を

加
え
て
い
る
。
こ
の
頃
、
空
穂
が
「
過
去
の
行
動
の
自
責
に
囚
え
ら
れ
、
そ
れ
が
前
途
を
遮
る
壁
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な
情
を
抱
い
て

い
た
」（「
私
の
履
歴
書
」）と
述
べ
て
い
る
の
は
、
空
穂
が
ご
く
若
い
頃
、
結
婚
し
て
ま
も
な
く
捨
て
た
最
初
の
妻
と
の
こ
と
を
さ
し
て
い

る
、
と
い
う
推
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
全
集
』
別
冊
の
「
窪
田
空
穂
年
譜
」
や
、
窪
田
空
穂
記
念
館
編
『
窪
田
空
穂

―
人
と
文
学
』
所
収
の
「
窪
田
空
穂
略
年
譜
」
な
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ど
、
す
べ
て
の
年
譜
に
は
、
明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）、
二
十
二
歳
の
時
に
「
村
上
家
と
養
子
縁
組
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
よ
り
詳

し
く
は
、
村
上
家
の
一
人
娘
で
あ
る
キ
ヨ
と
結
婚
し
て
聟
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

空
穂
自
身
は
、
昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）、
最
晩
年
の
八
十
九
歳
に
な
っ
て
か
ら
、「
私
の
履
歴
書
」
で
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
書
い
た
。

ま
た
同
三
十
四
年
に
書
か
れ
た
「
わ
が
家
の
出
自
を
語
る
」（『
全
集
』
第
十
二
巻
）で
も
少
し
だ
け
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
明

治
三
十
一
年
、「
そ
の
年
の
冬
、
足
入
れ（
仮
り
結
婚
）、
翌
年
の
春
、
村
へ
の
披
露
が
あ
つ
て
、
私
は
正
式
に
村
上
家
の
者
と
な
つ
た
」

と
あ
り
、
正
式
に
結
婚
披
露
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
半
年
ほ
ど
聟
と
し
て
村
上
家
に
住
ん
だ
が
、
そ
の
家
の
家
風
に
、
そ
し
て
お
そ

ら
く
は
聟
と
い
う
立
場
に
堪
え
き
れ
ず
、
離
縁
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
章
で
「
妻
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ

が
最
初
の
結
婚
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
妻
の
影
は
、
空
穂
の
初
期
の
歌
に
も
か
な
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十

三
年
、『
明
星
』
に
掲
載
さ
れ
た
歌
に
は
、
明
星
的
な
浪
漫
的
表
現
は
取
り
つ
つ
も
、
実
に
重
苦
し
い
も
の
が
あ
る（『
全
集
』
第
三
巻
）。

い
た
ま
し
き
思
出
の
み
を
さ
づ
け
て
は
え
に
し
の
神
の
隠
れ
給
ふ
か�

（『
明
星
』
七
号
）

か
が
な
へ
ば
旣
に
五
つ
と
せ
新
し
き
な
げ
き
抱
き
て
君
も
世
に
生い

く�

（
同
）

と
が
あ
ら
ば
我
れ
責
め
た
ま
へ
國
つ
神
な
み
だ
あ
ら
せ
じ
と
思
ふ
子
な
る
に�

（『
明
星
』
八
号
）

　

こ
れ
ら
の
歌
や
、『
ま
ひ
る
野
』
の
「
あ
こ
が
れ
」
の
最
後
に
置
か
れ
た
十
数
首
は
、
虚
構
を
加
え
な
が
ら
も
、
こ
の
妻
と
の
別
離

を
テ
ー
マ
と
し
た
歌
群
で
あ
る
こ
と
、『
ま
ひ
る
野
』
の
「
お
も
か
げ
」
な
ど
の
詩
に
も
こ
の
妻
の
影
が
あ
る
こ
と
を
、
武
川
忠
一

『
窪
田
空
穂
研
究
』（
注（
1
）参
照
）が
読
み
解
い
て
い
て
、
大
変
興
味
深
く
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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そ
の
後
の
邂
逅

　

こ
の
女
性（
村
上
キ
ヨ
）の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
空
穂
も
子
息
章
一
郎
も
何
も
述
べ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
生
涯
を

送
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
文
章
を
た
ま
た
ま
見
出
し
た
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
お
き

た
い
。

　

そ
れ
は
『
信
濃
教
育
』
第
一
一
二
八
号（「
特
集
窪
田
空
穂
」
一
九
八
〇
年
十
一
月
）所
載
の
、
村
上
与
八
郎
に
よ
る
「
吾
が
家
の
歌
碑
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）に
与
八
郎
の
父
村
上
修
が
空
穂
の
歌
碑
を
庭
に
建
立
し
た
際
の
話
で
あ
り
、
そ
の
仲
介

を
し
た
の
が
隣
家
出
身
の
村
上
俊
順（
昭
和
五
十
五
年
に
他
界
）で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
文
章
の
一
部
を
引
用
す
る
。

　

で
は
こ
こ
で
空
穂
先
生
と
村
上
俊
順
氏
と
の
関
係
を
差
し
つ
か
え
の
な
い
範
囲
内
で
亡
父
よ
り
聞
い
て
居
り
ま
す
事
を
概
略
書

い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

私
宅
の
西
隣
に
二
十
数
本
の
欅
の
大
木
を
垣
根
代
わ
り
に
し
て
居
り
ま
し
た
同
姓
の
地
主
階
級
の
家
の
一
人
娘
の
養
子
に
参
ら

れ
た
の
が
、
当
時
二
十
才
位
で
あ
っ
た
窪
田
通
治
さ
ん
な
る
青
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
の
様
な
経
緯
で
養
子
に
参
ら
れ

た
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
。
父
も
知
ら
ぬ
様
で
し
た
。
養
子
を
迎
え
た
娘
が
そ
の
頃
、
片
丘
村
は
無
論
の
こ
と
近
在
の
村
々
に
も
二

人
と
は
居
な
い
で
は
な
い
か
と
ま
で
世
間
に
名
の
知
れ
た
大
変
な
美
貌
の
娘
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
資
産
は
村
内
で
指
折
り
、

そ
の
上
天
女
の
よ
う
な
あ
の
娘
に
は
ど
の
様
な
養
子
が
来
る
の
や
ら
と
村
内
の
う
わ
さ
話
の
種
に
も
な
り
、
且
羨
望
の
目
を
以
て

期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
和
田
村
の
名
門
の
出
身
で
あ
り
又
こ
の
地
方
で
は
珍
し
い
松
本
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
い
る
等
々
、
加
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え
て
仲
々
の
美
青
年
で
あ
っ
た
と
の
事
で
、
本
当
に
似
合
い
の
若
夫
婦
で
あ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
結
婚
生
活
も
わ

ず
か
一
年
足
ら
ず
で
離
婚
と
い
う
破
局
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
真
の
原
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
父
も
よ
く
は

知
ら
な
い
様
で
し
た
。（
中
略
）

　

隣
家
で
は
空
穂
先
生
が
去
ら
れ
た
後
、
再
度
養
子
を
迎
え
ら
れ
二
男
一
女
が
生
ま
れ
、
そ
の
長
男
が
俊
順
氏
で
松
本
中
学
校
よ

り
早
稲
田
大
学
予
科
、
本
科
と
進
み
、
国
文
科
に
籍
を
お
い
て
勉
学
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
時
に
、
国
文
学
の
教
授
と
し
て
教
え

て
下
さ
っ
た
の
が
空
穂
先
生
で
あ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

　

先
生
の
方
か
ら
俊
順
氏
に
「
君
の
母
の
許
に
養
子
に
行
っ
た
事
も
あ
っ
た
が
」
な
ど
と
話
し
か
け
ら
れ
、
以
来
実
の
親
子
の
如

き
感
情
で
師
弟
の
交
り
を
結
び
、
交
際
し
て
参
り
、
俊
順
氏
も
万
葉
集
の
校
正
そ
の
他
の
仕
事
に
は
寝
食
を
忘
れ
て
尽
力
さ
れ
た

様
で
し
た
。

　

空
穂
先
生
の
長
男
で
あ
り
ま
す
章
一
郎
先
生
も
俊
順
氏
と
ほ
ぼ
同
年
輩
で
共
に
早
大
の
国
文
科
に
学
ば
れ
、
兄
弟
の
如
く
永
年

に
及
ん
で
交
際
を
続
け
ら
れ
た
と
の
事
で
す
。（
中
略
）

　

空
穂
先
生
の
ご
他
界
の
後
、
程
な
く
し
て
父
も
世
を
去
り
ま
し
た
。
其
の
後
数
年
ほ
ど
し
た
あ
る
年
の
秋
、
章
一
郎
先
生
が
早

大
の
教
え
子
で
あ
り
ま
し
た
当
地
の
牛
伏
寺
の
若
住
職
の
案
内
で
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
村
上
俊
順
は
、
窪
田
章
一
郎
『
西
行
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
一
年
）の
「
あ
と
が
き
」
に
、
校
正
等
の
協
力
者
の
一
人

と
し
て
、
藤
平
春
男
ら
と
と
も
に
名
前
が
見
え
て
い
る
。
若
い
頃
の
空
穂
を
自
責
の
念
で
苦
し
め
た
結
婚
破
綻
と
い
う
出
来
事
の
後
、

そ
の
女
性
が
再
婚
し
、
は
か
ら
ず
も
そ
の
女
性
の
長
男
で
あ
る
村
上
俊
順
に
早
稲
田
大
学
で
邂
逅
し
、
師
弟
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
関
わ
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り
を
も
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
空
穂
に
あ
る
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
野
へ
の
哀
傷
の
歌
、
哀
傷
の
記

　

さ
て
、
明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）、
空
穂
は
元
教
え
子
の
亀
井
藤
野
と
結
婚
、
十
年
間
の
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
送
っ
た
。
し
か
し
藤

野
は
、
大
正
六
年（
一
九
一
七
）四
月
に
二
児（
章
一
郎
と
ふ
み
）を
残
し
て
三
十
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。
同
七
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た

空
穂
の
歌
集
『
土
を
眺
め
て
』（『
全
集
』
第
一
巻
）は
、
多
く
の
長
歌
と
短
歌
か
ら
成
る
、
藤
野
へ
の
哀
切
な
追
悼
歌
集
で
あ
る
。
空
穂

は
、
藤
野
が
没
し
た
半
年
後
の
同
六
年
十
月
に
、
亀
井
家
の
希
望
で
藤
野
の
妹
で
あ
る
操
と
再
婚
し
、
翌
七
年
六
月
に
は
次
男
茂
二
郎

も
誕
生
し
て
い
る
の
だ
が
、
空
穂
か
ら
藤
野
へ
の
想
い
は
や
む
こ
と
な
く
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
な
お
操
と
は
十
一
年
後
の
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）に
離
婚
し
、
操
は
そ
の
二
年
後
に
死
去
し
た
。

　
『
土
を
眺
め
て
』
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

其
子
等
に
捕
へ
ら
れ
む
と
母
が
魂た
ま

螢
と
成
り
て
夜
を
來
た
る
ら
し

　

こ
の
歌
に
は
、
お
そ
ら
く
和い
ず
み泉

式し
き

部ぶ

の
「
物
思
へ
ば
沢
の
螢
も
わ
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
い
づ
る
魂た
ま

か
と
ぞ
見
る
」
の
影
響
が
あ
る
。

古
典
和
歌
に
お
い
て
「
螢
」
と
「
魂
」
の
組
み
合
わ
せ
は
一
般
的
で
は
な
く
、
あ
ま
り
詠
ま
れ
な
い
が
、
こ
の
和
泉
式
部
の
歌
は
人
口

に
膾
炙
し
、
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
。
空
穂
自
身
も
和
泉
式
部
の
歌
を
好
ん
だ（
後
述
）。
和
泉
式
部
の
歌
一
一
一
首
を
選

ん
で
鑑
賞
を
加
え
た
百
花
文
庫
『
和
泉
式
部
』（
創
元
社
、
一
九
四
七
年
）
―
小
冊
子
な
が
ら
大
岡
信
は
名
著
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い

る
―
が
あ
り
、
そ
こ
で
空
穂
は
最
後
に
こ
の
歌
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
空
穂
は
概
し
て
古
典
和
歌
か
ら
の
措
辞
の
摂
取
に
つ
い
て
は


